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加速器質量分析（AMS = Accelerator Mass Spectrometry）は，静電加速器により，MeV/nucleon程

度までに加速器した上で質量分析を行う．このエネルギーを利用して，通常の質量分析では分離

できない同重体による妨害を排除することによって高感度な核種検出を実現している．また，現

在主流である，負イオン源＋タンデム加速器という構成の場合，電子親和力の違いが有効に利用

できるケースもある（Table）．  

Table. Typical AMS targets and their interferences, principles of interference suppression. 

 

エネルギー損失の差異を利用して同重体を分離する原理は，同位体原子核中の陽子数の違いに

依存している．すなわち，物質媒体中での有効電荷が異なることから，電子の電離能が異なるこ

とによる．したがって，質量数の大きな同重体の場合，その差異が相対的に小さくなり，この原

理を利用した同重体分離は難しくなってくる．  

そこで，一旦負イオン化した同重体の片方を選択的に中性化して分離する方法が考案されてい

る．これもやはり，電子親和力の違いに依拠する方法であるが，中性化のために，レーザーを使

うものと，化学反応を用いるものとがある．いずれも相互作用時間を長くとるために，減速し，

かつ高周波四重極で散逸を防ぐ仕組みとなっている． 

一方，近年まったく新しい 14C検出法も提案されている．それは，CO2ガスを ECRイオン源に

フィードし，多価の正イオンを引き出す．ここで分子イオンの生成を抑制する．加速後，負イオ

ン化セルに導入し，14Nを排除し，その後質量分析を行うというものである．ポイントは，負イオ

ン化セルにあると考えている．もし高効率に負イオン化が可能であり，ビームエミッタンスも悪

化しないものが実現できれば，共鳴イオン化を用いた高度に選択的なイオン源と加速器を組み合

わせた，超高感度な加速器質量分析への可能性が拓けよう． 
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